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平成19年12月１日現在　※（ ）内は前月比 

人口 1,275人(－4)／男 610人（－1）／女 665人（－3）／世帯数 554戸（－3） 
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十
一
月
十
一
日
に
大
鹿
村
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
産
業
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
温
暖
化
の
影
響
か
梅

雨
明
け
が
遅
れ
、
一
転
し
て
八
月

か
ら
高
干
ば
つ
、
高
温
に
な
る
な

ど
農
作
物
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
野
菜
・
果
実
・
雑
穀

等
合
計
百
二
点
出
品
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
展
に
お

い
て
も
、
手
芸
・
写
真
・
書
・
小

中
学
生
の
作
品
等
多
数
出
展
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
が
悪
く
参
加
者

の
出
足
も
ま
ば
ら
で
し
た
が
、
イ

ベ
ン
ト
等
始
ま
る
頃
に
は
、
村
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
賑
や
か
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

尚
、
今
年
度
の
優
秀
産
業
功
労

者
は
次
の
方
々
で
、
当
日
表
彰
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
☆
優
秀
産
業
功
労
者

　

松
尾
幸
美
さ
ん
（
農
業
部
門
）

　

倉
田
重
光
さ
ん
（
商
業
部
門
）

大
鹿
村
表
彰
者

　　

大
鹿
村
表
彰
規
則
に
よ
り
、村
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

森
上　
　

武
さ
ん
（
落　

合
）

　

村
議
会
議
員
を
五
期
二
十
年
間
歴
任
さ
れ
、
う
ち
十
年
を

議
長
の
重
責
を
努
め
ら
れ
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
努
め
ら

れ
た
功
績

大
島　

伍
一
さ
ん
（
下
市
場
）

　

村
議
会
議
員
を
五
期
二
十
年
間
歴
任
さ
れ
、
う
ち
八
年
を

監
査
委
員
の
重
要
な
業
務
に
携
わ
れ
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
努
め
ら
れ
た
功
績

中
川　
　

進
さ
ん
（
上　

蔵
）

　

村
議
会
議
員
を
四
期
十
六
年
間
務
め
ら
れ
、
常
任
委
員
長
、

副
議
長
な
ど
を
務
め
、
山
岳
遭
難
救
助
隊
員
と
し
て
も
四
十

年
余
活
躍
さ
れ
た
功
績

感
謝
状

古
沢　

清
美
さ
ん
（
落
合
）

故
宮
田　

薊
さ
ん

　

地
域
づ
く
り
資
金
、
教
育
振
興
資
金
と
し
て
多
額
な
寄
付

さ
れ
た

伊
那
食
品
工
業　

会
長 
塚
越　

寛
さ
ん
（
伊
那
市
）

（株）

　

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
関
す
る
支
援
及
び
ロ
ゴ

マ
ー
ク
入
り
の
看
板
を
寄
付
さ
れ
た

褒

状

浜
田　

進
・
や
ち
よ
さ
ん

　

永
き
に
亘
り
郷
土
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
、夫
婦
と
も
に
八
十
八
歳
以
上
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た

南
坂
ま
つ
代
・
宮
下
か
ず
え
さ
ん

　

日
ご
ろ
の
健
康
管
理
の
心
掛
け
と
、た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
百
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
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　大鹿村租税教育推進協議会の総会が10月31日に行われ「税に関するポスター」・「税に関する

標語」の中から優秀な作品が選ばれ、児童生徒の皆さんが表彰を受けました。また、中学生の「税

についての作文」では3名が、総会当日に納税貯蓄組合から表彰を受けました｡ 

平成19年度 平成19年度 

小学生 
ポスターの部 
小学生 

ポスターの部 

＊大鹿村長賞 ３年　 中村 　 鹿 林   さん　・｢よく知ろう　未来をつくる　税金を｣
なかむら か りん

＊飯田税務署長賞 １年　 田  島 　 智  子 さん　・｢納めて明るい　みんなの未来｣
た じま とも こ

＊下伊那地方事務所長賞 ２年　 遠  藤 　 雅  人 さん　・｢税金は　僕らの生活を　守っている｣
えん どう まさ と

＊大鹿村議会議長賞 ２年　 木  村 きららさん　・｢税金で　作りあげていく　未来への道｣
き むら

＊大鹿村教育委員長賞 ２年　 下  澤 　 莉  奈 さん　・｢その税金　明るい未来を　造り出す｣
しも さわ り な

＊大鹿村商工会長賞 ３年　 小  島 　 尚之 さん　・｢税金が　皆の生活　支えてる｣
こ じま なおゆき

表彰作品は11月11日産業祭の

文化展で展示を致しました｡

飯田地区納税貯蓄組合連合会主催　

　準特選　２年　 下  澤 　 莉  奈 さん　「税の重さ」
しも さわ り な

　準特選　３年　 中村 　 鹿 林   さん　「私たちの生活と税金」
なかむら か りん

　入　選　２年　 遠  藤 　 雅  人 さん　「税について」
えん どう まさ と

　＊本文は、割愛させていただきます

飯
田
税
務
署
長
賞

６
年　
 
木  
間 　
 
和
文 
さ
ん

き 

ま 

か
ず
ふ
み

　大鹿村長賞

６年　 菅沼 　 沙  耶 さん　
すがぬま さ や

中学生 
標語の部 
中学生 
標語の部 

中学生 
税についての作文 
中学生 

税についての作文 

下
伊
那
地
方
事
務
所
長
賞

　

６
年　
 
入  
江  
翔
太
郎 
さ
ん

い
り 

え 

し
ょ
う
た
ろ
う

大
鹿
村
議
会
議
長
賞

５
年　
 
菅
沼 　
 
祐  
香 
さ
ん

す
が
ぬ
ま 

ゆ 

か

大
鹿
村
教
育
委
員
長
賞

５
年　
 
木  
間 

き 

ま 
恵  
理  
奈 
さ
ん

え 

り 

な

大
鹿
村
商
工
会
長
賞

６
年　
 
畠
山  
菜  
野  
花 
さ
ん

は
た
け
や
ま 

な 

の 

は
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住民税 

住民税 所得税 

住民税 

平成18年（度） 

平成18年（度） 

所得税 
非課税 

所得税 

所得変動が 
ない場合 

住民税 
平成19年（度） 

所得変動が 
あった場合 

平成19年中の 
所得に対して課税 

平成19年中の 
所得に対して課税 

税源移譲により 
増額となった 
住民税額 

（減額となった所得税額） 

税源移譲により増額となった 
住民税相当額が還付されます。 

申告により 

還付 

住宅ローン控除 &

「住民税の住宅ローン控除額」は、「住

宅ローン控除可能額」と「税源移譲前

の税率を用いて算出した所得税額」の

いずれか少ない金額から「所得税の住

宅ローン控除額」を差し引いた金額と

なります。 

「住民税の住宅ローン控除額 
　の金額はどう決まるの?」 

給与所得者の方については、平成19年

分の給与所得の源泉徴収票の摘要欄に

「住宅借入金等特別控除可能額」が記

載され、この金額が源泉徴収票の「住宅

借入金等特別控除の額」より大きい場

合に、住民税の住宅ローン控除の対象

となります。 

「どういう場合に、 
　住民税の住宅ローン控除の 
　対象となるの?」 

「住民税の住宅ローン控除」の適用は
ありません。 
別途、所得税において、新たな住宅ロー
ン控除制度の特例が設けられましたので、
所轄の税務署にお問い合せください。 

「平成19年以降に 
　入居した場合は?」 

「従来の方式」と「控除率を引き下げて控除 
期間を延長する方式（10年から15年に延長）」 
の選択制をとる特例が創設されています。 

住宅ローン控除額が減少しないよう、 
住民税（所得割）から控除します。 

控除額が減少し、負担が増加する。 
※夫婦十子供2人の場合で子供のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。 
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 
※住宅ローン控除額は、一定の条件で試算した場合の例です。 

※平成19年中に亡くなられた方や海外へ転出されて平成20年1月1日現在国内に居住さ
れていない方には、この経過措置は適用されません。 

※この経過措置の対象となる方は、住民税と所得税の人的控除(配偶者控除、扶養控除、
基礎控除など)額の差の合計額が、平成20年度の住民税の合計課税所得金額(課税長期譲
渡所得等の金額がある場合は、これらの金額を合計した金額)以上になる方に限られます。
したがって、寄附金控除額などの人的控除以外の控除額が増加したり、住宅ローン控除
などによって所得税が課税されなくなった方には、この経過措置は適用されません。 

住宅ローン控除モデルケース ●夫婦＋子供2人　給与収入700万円（住宅ローン控除可能額：27万円）の場合● 

所得変動のモデルケース ●夫婦  給与収入500万円の場合● 

税源移譲前 税　額 住宅ローン控除額 負 担 額 

所得税 

住民税 

合　計 

263,000 
196,000 
459,000

263,000 
　　　　 0 
263,000

　　　　 0 
196,000 
196,000

税源移譲後 税　額 住宅ローン控除額 負 担 額 

所得税 

住民税 

合　計 

165,500 
293,500 
459,000

165,500 
　　　　 0 
165,500

　　　　 0 
293,500 
293,500

税源移譲後 税　額 住宅ローン控除額 負 担 額 

所得税 

住民税 

合　計 

165,500 
293,500 
459,000

平成18年（度） 

所得税 

住民税 

合　計 

220,000 
130,000 
350,000

平成19年（度） 

122,500 
227,500 
350,000

所得税 

住民税 

合　計 

220,000 
130,000 
350,000

122,500 
227,500 
350,000

           0 
97,500 
97,000

165,500 
97,500 
263,000

　　　　 0 
196,000 
196,000

申告しないと… 申告すれば… 

（単位：円） 

（単位：円） 

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 

平成19年の収入が 
減少した場合 

平成19年（度）収入なし 
差　額 

税源移譲前の税率を適用 税源移譲後の税率を適用 

還付されます!!
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所得税から住宅ローン 
控除額を引ききれ 
なかった方 

控除しきれなかった分は 
住民税（所得割）から控除されます。 
 税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除
額が減る場合があります。平成18年末までに入居し、所得税の住宅
ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額が
ある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。 

申告が 必要です！ 

申告が 必要です！ 
申告期限 

平成20年 
7月1日～31日 
まで 

平成20年 
3月17日 
まで 

平成20年 
7月1日～31日 
まで 

平成20年 
3月17日 
まで 

平成19年に所得が減って 
所得税が課され 
なくなった方 

所得変動に伴う住民税の還付を受ける 
ためには申告が必要となります。 
平成19年度分住民税を課税した平成19年1月1日現在お住まいの市区

町村へ減額申告書を提出してください。他の市区田村へ転居された方は

申告先をお間違えにならないようご注意ください。 

税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減の影響は受
けず、住民税率の変更による税負担の増加の影響のみを受ける方
については、既に納付済の平成19年度分の住民税額から、税源移
譲により増額となった住民税相当額を還付します。 

申告が 必要です！ 

申告が 必要です！ 
申告期限 

平成20年 
7月1日～31日 
まで 

平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年3月17日までに、平成20年1月1日 
現在お住まいの市区町村へ「市町村民税道府県民税住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。 

平成19年1月1日現在 
お住まいの市区町村 

申告先 

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、 
毎年申告が必要となります。 

平
成
19
年
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、 

所
得
税
・
住
民
税
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

身
近
で
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、 

国（
所
得
税
）か
ら
地
方（
住
民
税
）へ
の「
税
源
移
譲
」が
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
れ
に
伴
い
、ほ
と
ん
ど
の
方
は
、平
成
19
年
１
月
か
ら
所
得
税
か
減
り
、 

そ
の
分
６
月
か
ら
住
民
税
が
増
え
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、税
源
の
移
し
替
え
な
の
で
、「
所
得
税
＋
住
民
税
」の
税
負
担
は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方 

所得税の確定申告をされない方 

所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ る 方 

源 泉徴収票を添付して市区町村へ提出 

所得税の確定申告書とともに税務署へ提出 

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法 

税源移譲前 税源移譲後 

所得税額 

所得税額 

所得税額 
が減少 

住宅ローン 
控除可能額 

住宅ローン 
控除額 

住宅ローン 
控除可能額 所得税 

住宅ローン 
控除額 

控除しきれ 
なかった額 

納付すべき 
住民税額 

住民税住宅 
ローン控除額 

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少 

所得税から控除しきれなかった住宅ローン 
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除 

減少 

措
置 

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額 

納付すべき 
所得税額 
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住民税の老年者非課税措置廃止・住民税の地震保険料控除・創設住民税の老年者非課税措置廃止・住民税の地震保険料控除・創設
◆平成17年1月1日時点で65歳以上であった方へ◆

住民税の老年者非課税措置廃止の経過措置がなくなります。
65歳以上の方(昭和15年1月2日以前に生まれた方)に適用されていた非課税措置が、少子高齢化が急速に進行するなかで、
年齢に関わらず公平に税負担を分かち合う観点から、平成18年度課税分以降廃止されました。急激な税負担を軽減する経
過措置として、平成18年度には税額の2/3、平成19年度には税額の1/3が軽減されていましたが、平成20年度にはこの
経過措置がなくなります。

●住民税の老年者非課税措置廃止の経過

平成17年度 合計所得金額125万円以下の方 非　課　税 

平成18年度 
老年者非課税措置の廃止 
◆経過措置の第1段階として 
税額の2/3を減額 

課税は1/3

平成19年度 
◆経過措置の第2段階として 

税額の1/3を減額 課税は2/3

平成20年度～ 平成20年度～ ◆経過措置の廃止 全額負担 

(単位:円)モデルケース/70歳独身年金収入200万円(年額)
平成20年度平成19年度平成18年度平成17年度
37,30037,30019,900非課税◎住民税
――△1,500―・定率減税
―△12,434△12,267―・経過措置
17,40017,40034,80034,800◎所得税
――△3,480△6,960・定率減税
54,70042,26637,45327,840　合　　計
54,70042,20037,40027,800　税　　額

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※年金収入200万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下なので、経過措置が適用されます。
※この他、均等割が課税されます

住民税の地震保険料控除が創設されました!
近年多発している地震災害を受け、「地震災害に対する国民の自助努力による個人資産の保全を促進し、地域災害時における
将来的な国民負担の軽減を図る」目的で、損害保険料控除が改組され、地震保険料控除が創設されました。

◆対象：住宅や家財などの生活用資産の損害保険料や身体の傷害に関する損害保険料●損害保険料控除
控除限度額控　　除　　内　　容平成19年度課税分まで

10,000円長期損害保険 (保険期間が10年以上で、かつ、満期返戻金のある契約のもの)

2,000円短期損害保険 (長期損害保険契約に該当する契約以外のもの)

10,000円
長期損害保険と短期損害保険がある場合
　長期損害保険料控除額と短期損害保険料控除額の合計

◆対象：住宅や家財などの生活資産の地震保険料●地震保険料控除
控除限度額控　　除　　内　　容平成20年度課税分から

25,000円地震保険料契約に関する保険料の1/2
【経過措置】平成18年12月31日までに締結した長期損害保険契約については従前
　　　　　の損害保険料控除が適用されます。 10,000円

25,000円
地震保険料と長期損害保険がある場合
　地震保険料控除額と長期損害保険料控除額の合計

�

総務省・全国地方税務協議会　詳しくは、お住まいの都道府県・市区町村の税務担当課にお問い合わせください。
●総務省http:〃www.soumu.go.jp/　●全国地方税務協議会http:〃www.zenzeikyo.jp/
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　国税庁では、電子政府の一員として納税者利便の更なる向上を図るべく、国税の申告、納税及び申請・届出等

の手続がインターネットを利用して行える国税電子申告・納税システム「e-Tax」の普及に努めております。 

　この「e-Tax」を利用することにより、例えば医療費控除を受けるために所得税の確定申告をする場合には、税

務署へ赴くことなく自宅に居ながら行うことが可能となり大変便利です。 

　さらに個人の方は、電子申告により所得税の確定申告書を提出する際、本人の電子署名及び電子証明書を併せ

て送信した場合に所得税額から5,000円（その年分の所得税額を限度）控除（平成19年分又は平成20年分のい

ずれか1回）できるようになるほか、医療費の領収証や給与所得の源泉徴収票等の一定の第三者作成書類の添付を

省略できるようになります。 

　お早めに手続をしていただき、来年の確定申告の際には「e-Tax」を是非ご利用ください。 

事前準備 

ステップ3

ステップ１ 

ステップ2

（送付又は持参） 

送　信 

暗証番号の変更及び電子証明書の登録 

受付結果（受信通知）の確認 

国税電子申告・納税システム「ｅ－Ｔａｘ」のご案内 
イー                 タックス 

利用開始手続の流れ 

ご利用される方  

詳しくは、ｅ－Ｔａｘホームページをご覧ください。 

税　務　署 

開始届出書の審査 

ご利用される方の登録・処理 

通知書の送付 
（利用者識別番号及び暗証番号） 

開始届出書 
（オンライン又は書面） 

e－Taxソフトは、 
e－Taxホームページから 
ダウンロードにより 
取得できます 

お住まいの市町村 
等で電子証明書の 
取得 
（ＩＣカードリーダ 
ライタの取得・設定） 
 

 

http://www.e-tax.nta.go.jp
飯 田 税 務 署　 TEL 0265－22－1165
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�����年金の加入記録を確認しておきましょう�����
　年金手帳や基礎年金番号通知書に記載されている『基礎年金番号』により、現在の年金の加入記録を調べてもら

えます。

飯田社会保険事務所や、各機関の年金相談窓口開設日に相談に行きましょう。

　第3号被保険者期間の届出もれや、未納期間（免除申請・学生納付特例など）厚生年金一時金取得期間等、さか

のぼって資格を満たす事も可能なので相談してみましょう。

　全国共通電話番号「ねんきんダイヤル」（市内通話料金でОK、携帯ОK）

　　＊年金請求などの年金相談 （�0570－05－1165）

　　＊年金を受けている方の年金相談 （�0570－07－1165）

　　　受付時間　午前8時30分から午後5時まで（土、日、祭日を除く）

　　電話をおかけの際には、年金手帳または年金証書などをお手元にご用意下さい。

　　社会保険庁では希望される方に対して、年金見込額を知らせてくれます。

　　（昭和21年1月2日以降に生れた方が対象です）

���������������������������������������������国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金かかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららのののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ������������������������������

 国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象です
お忘れないように�

　12月は、年末調整の時期です。給与所得者の方は、勤務先に各種控除

の書類を提出しますが今年中（平成19年１月～12月）に支払った国民年金

保険料をお忘れではないですか。

確定申告をされる方は�
　給与所得者でも年末調整を受けない

方は、確定申告時に忘れずに申告しま

しょう。

控除となるのは今年国民年金保険料を納めた次の場合です
　〇第1号被保険者として保険料を納めた期間（転職して次の会社に勤めるまでの間に納めた期間など）

　〇過去に納め忘れた期間をさかのぼって納めた場合

　〇保険料の免除を受けた期間をさかのぼって納めた（追納）場合

　〇学生納付特例で猶予された期間を追納した場合

　〇申告者本人と生計が同一である配偶者やその他の親族の国民年金保険料を納めた場合

�
�
�
�
�
�
�
�
�

法務局なんでも相談所（ご案内）
無料・予約不要・秘密厳守！無料・予約不要・秘密厳守！－法務局職員がご相談にお答えします－

［日時・場所］

　平成20年１月27日（日）　飯田市　りんご庁舎　（飯田市本町１丁目15番地）
　午前10時～午後３時まで（受付は午後２時30分まで）

　＜相談につきましては、以下の内容について受け付けます＞

法務局の業務に関する相談

登記事項証明書の見方から、相続登記、会社登記など、登記手続き
に関する相談

登　　記

家主や地主が、家賃・地代を受け取らないときなど、供託手続きに
関する相談

供　　託

戸籍の見方から戸籍の届出手続きに関する相談戸　　籍

いじめ・体罰問題など、人権に関する相談人　　権

お問い合わせ

　長野地方法務局飯田支局

　　TEL　0265－22－0014

人権イメージキャラクター
人KENまもる君・人KENあゆみちゃん
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八
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
宮
本
常
一
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
の
集
い
」
は
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
佐
野
眞
一
さ
ん
の
講
演
会
と
俳
優
坂
本
長
利
さ
ん
に

よ
る
一
人
芝
居
「
土
佐
源
氏
」
の
上
演
、
そ
し
て
夜
に
は
地
元
の
郷
土
大
学
主

催
と
な
る
「
車
座
談
義
」
と
い
う
盛
り
沢
山
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。

　

午
後
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
前
に
、
連
日
の
快
晴
と
藍
色
の
海
を
目
の
前
に
し

た
ら
、
ど
う
し
た
っ
て
せ
ず
に
い
ら
れ
ぬ
こ
と
を
、
そ
の
日
の
午
前
中
は
し
よ

う
と
決
め
た
。
海
水
浴
！
…
…
こ
の
機
会
を
逃
し
た
ら
、
山
に
囲
ま
れ
た
大
鹿

に
帰
っ
て
か
ら
後
悔
す
る
と
思
っ
た
。
前
日
に
車
窓
か
ら
見
た
海
水
浴
場
は
、

人
工
の
砂
浜
に
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
白
い
建
物
と
い
う
、
い
か
に
も
観
光
リ
ゾ
ー

ト
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
景
色
だ
っ
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
昔
の
ま
ま
の
海
水

浴
場
を
宿
で
教
え
て
も
ら
っ
て
バ
ス
に
乗
っ
た
。
瀬
戸
内
の
海
は
台
風
の
前
と

い
う
の
に
、
の
っ
ぺ
り
と
静
か
な
海
で
あ
っ
た
。
小
さ
な
海
水
浴
場
は
が
ら
が

ら
で
、
幸
せ
に
も
き
れ
い
な
海
を
独
り
占
め
に
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
う
十
分

に
こ
の
夏
の
旅
を
満
喫
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　　

会
場
に
は
五
百
人
近
い
人
が
全
国
か
ら
集
ま
り
盛
況
で
あ
っ
た
が
、そ
の
中

で
働
く
町
の
職
員
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
が
目
を
引
い
た
。周
防
大
島
か
ら
は
ハ
ワ

イ
移
民
が
多
く
出
て
お
り
、カ
ウ
ア
イ
島
と
姉
妹
島
の
関
係
を
結
ん
で
い
る
。制

服
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
は
色
と
り
ど
り
で
、明
る
い
感
じ
が
し
て
好
感
が
持
て
た
。

　

講
演
会
の
講
師
を
務
め
た
佐
野
眞
一
さ
ん
は
、「
旅
す
る
巨
人
」「
宮
本
常
一

が
見
た
日
本
」
等
の
著
作
に
よ
り
、
宮
本
常
一
再
評
価
の
機
運
が
熱
す
る
先
鞭

を
つ
け
た
人
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
講
演
の
中
で
「
も
う
宮
本
を
褒
め
称
え
る
こ

と
は
や
め
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
語
る
の
を
意
外
に
思
い
、
耳
を
そ
ば
だ
て

た
。
宮
本
常
一
が
生
前
ど
ん
な
活
躍
を
し
た
か
を
列
挙
し
た
後
に
、「
し
か
し
」

と
先
の
言
葉
を
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。「
宮
本
の
業
績
を
�
顕
彰
�
す
る
よ
り

も
、
宮
本
の
精
神
を
�
継
承
�
す
る
こ
と
の
方
が
大
事
」
だ
と
い
う
の
が
、
本

当
に
言
い
た
い
こ
と
だ
っ
た
と
わ
か
っ
た
時
、「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
」
と
深
く

頷
け
た
。「
民
俗
学
は
過
去
を
振
り
返
る
た
め
の
学
問
で
は
な
い
。
よ
り
よ
き

未
来
を
拓
く
た
め
の
学
問
だ
。」
と
、
停
滞
し
た
地
域
の
復
活
を
願
っ
て
日
本

全
国
を
歩
き
回
っ
た
宮
本
の
精
神
を
、
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
が
わ
れ
わ
れ
に

残
さ
れ
た
次
の
課
題
だ
と
佐
野
さ
ん
は
講
演
を
終
え
た
。

　

宮
本
は
晩
年
近
く
な
っ
て
、
郷
里
に
「
郷
土
大
学
」
を
立
ち
上
げ
た
。
島
の

若
者
に
向
け
て
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域
か
ら
日
本
を
見
る

眼
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
説
き
、
亡
く
な
る
ま
で
に
八
回
の
講
義
を
行
な
っ

た
。
郷
土
を
よ
く
し
よ
う
と
思
う
日
本
人
が
出
て
こ
な
い
限
り
、
日
本
は
決
し

て
よ
く
な
ら
な
い
と
い
う
、
病
身
を
押
し
て
の
彼
の
熱
弁
は
、
郷
土
の
人
々
の

心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。
彼
の
没
後
休
止
し
て
い
た
郷
土
大
学
は
、
か
つ
て
の
受
講

生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
二
〇
〇
三
年
に
再
開
さ
れ
た
。
今
で
は
全
国
か
ら

受
講
生
を
募
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
佐
野

さ
ん
の
提
唱
す
る「
宮
本
精
神
の
継
承
」を
、ま
さ
に
先
端
で
実
行
し
て
い
る
。

　

そ
の
夜
の
車
座
集
会
へ
の
参
加
者
は
八
十
人
く
ら
い
か
と
思
わ
れ
る
。
郷
土

大
学
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
日
本
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
宮
本
フ
ァ
ン
が
集
ま

り
、
講
師
の
佐
野
さ
ん
を
囲
ん
だ
。
酒
も
入
り
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
そ

の
席
で
、
前
日
に
訪
れ
た
沖
家
室
島
の
泊
清
寺
の
住
職
に
会
う
こ
と
が
で
き

た
。
彼
も
ま
た
郷
土
大
学
出
身
者
で
あ
り
、
現
在
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

京
都
の
大
学
を
出
た
後
、
本
来
自
分
が
継
ぐ
は
ず
で
は
な
か
っ
た
寺
に
戻
っ
て

来
た
時
に
、
自
分
は
敗
残
者
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
島
で
の
将
来
に
何
の

希
望
も
持
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
宮
本
先
生
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ

が
ど
う
い
う
歴
史
を
持
っ
た
土
地
で
あ
る
の
か
、
こ
こ
に
は
ど
ん
な
寺
が
あ

り
、
い
つ
建
っ
た
も
の
か
、
建
て
た
大
工
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
ま
で
つ
ぶ
さ
に

学
び
、
次
第
に
自
分
の
郷
里
と
自
分
の
寺
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と

語
っ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。「
私
の
寺
は
立
派
で
す
。」
と
胸
を
張
る
彼

は
、
沖
家
室
島
の
頼
り
に
な
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
先
人
の
教
え

を
糧
に
し
て
、
現
在
周
防
大
島
町
の
町
議
会
議
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

宮
本
常
一
は
「
民
俗
学
の
旅
」
と
い
う
著
書
の
中
で
、
こ
う
書
い
て
い
る
。

　

〈
私
は
長
い
あ
い
だ
歩
き
つ
づ
け
て
き
た
。
そ
し
て
多
く
の
人
に
あ
い
、
多

く
の
も
の
を
見
て
き
た
。
そ
れ
が
ま
だ
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
長
い

道
程
の
中
で
考
え
つ
づ
け
た
一
つ
は
、
い
っ
た
い
進
歩
と
い
う
の
は
何
で
あ
ろ

う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
が
進
歩
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
停

滞
し
、
退
歩
し
、
同
時
に
失
わ
れ
て
ゆ
き
つ
つ
あ
る
も
の
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
失
わ
れ
る
も
の
が
す
べ
て
不
要
で
あ
り
、
時
代
お
く
れ
の
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
進
歩
に
対
す
る
迷
信
が
、
退
歩
し
つ
つ
あ
る
も
の
を
も

進
歩
と
誤
解
し
、
時
に
は
そ
れ
が
人
間
だ
け
で
な
く
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を

絶
滅
に
さ
え
向
か
わ
し
め
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

　

少
な
く
と
も
人
間
一
人
一
人
の
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
に
つ
い
て
の
処
理
の
能

力
は
過
去
に
く
ら
べ
て
著
し
く
劣
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
物
を
見
る
眼
す
ら

が
に
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
こ
と
が
多
い
。

　

多
く
の
人
が
い
ま
忘
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
も
う
一
度
掘
り
お
こ
し

て
み
た
い
の
は
、
あ
る
い
は
そ
の
中
に
重
要
な
価
値
や
意
味
が
含
ま
れ
て
お
り

は
し
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
な
お
古
い
こ
と
を
持
ち
こ
た
え
て

い
る
の
は
主
流
を
闊
歩
し
て
い
る
人
た
ち
で
は
な
く
、
片
隅
で
押
し
な
が
さ
れ

な
が
ら
生
活
を
守
っ
て
い
る
人
た
ち
に
多
い
。〉

　

か
つ
て
宮
本
常
一
は
日
本
中
の
農
山
漁
村
を
め
ぐ
り
、
名
も
な
き
人
々
の
声

に
耳
を
傾
け
た
が
、
私
も
今
一
度
失
わ
れ
ゆ
く
古
き
も
の
に
耳
を
澄
ま
せ
て
み

た
い
と
思
う
。

ろくべん館だより　　Vol.14

『周防大島への旅』その２ 
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医療保険者が健診・保健指導の実施主体になります
　平成20年度から医療保険者（国民健康保険や健康保険組合など）が健診及び保健指導を行うこ

とが義務付けられました。

　これは、年々増加している医療費を抑制するため、医療費の多くを占める生活習慣病を予防し

ていくための改正です。

　この改正により、平成20年度からは、国保に加入している方は村の健康

診断を受けていただき、国保以外の社会保険の方（被扶養者の方）は、それぞ

れの医療保険が委託契約した医療機関や検診機関で健康診断を受診していた

だくことになります。詳しくは各医療保険者から通知が届きます。

健診で異常が見られた段階で生活習慣を改善すれば、心臓病や脳卒中などの

予防が可能です。ぜひ、積極的に健診を受けて、皆さんの健康づくりに役立

ててください。

　今回は、梨原にお住まいの中谷 識 さん、みなゑさんを紹介します。
さとる

　

　識さん（９７）、みなゑさん（９３）は、村内では最高齢のご夫婦です。

識さんは、１４歳から約１０年間鼎へ奉公に出ていました。水引や、養蚕の仕事などをし、時には、蚕種を

８時間かけ大鹿まで歩いて届けたそうです。識さん２７歳、みなゑさん２４歳のときご結婚されました。み

なゑさんは、２軒となりの家から中谷家へ嫁いできました。結婚当時は３世代夫婦が同居していて、気

苦労をされたそうです。

　お二人には今４人のお子さんが健在で、元さんご夫婦と、二郎さんと一緒に暮らしています。

　識さんは、介護保険で、週一回デイサービスを利用しています。足が不自由なので車いすで入浴しま

す。足のリハビリもしています。また、デイサービスでは大勢の方と会えるのが楽しみの一つです。家

では、みなゑさんを始め、元さん、八重子さん、二郎さんと４人で身体介護や見守りをしています。家

族でそれぞれ助け合っているため、訪問介護の利用はしていません。

　今も夫婦で元気に暮らせる秘訣は、「朝、晩ご飯は５人一緒に食べ、みんなで話をしていたからかな。」

「お互い４０、５０代で大病をし、半年から５年位の療養が体休

めになったかな。」と。

　家族がおこなう身体介護でも「ありがとう」と識さんが

言ってくれるのが有難いと元さん。また、村の介護用品（オ

ムツ等）の支給も大変嬉しく、家族が協力して介護ができて

いるようです。

　今は家族全員が６５歳以上の中谷さんですが、互いに支え合

いながら、識さんご夫婦が、そろって１００歳を迎えられるよ

う頑張っていく決意です。



11

　平成13年度～平成18年度における医療費の推移を示したものです。医療費の増加は国民健康保険税の引き上げ

につながります。また一般会計からの繰入金を増やすことになり、村の財政の悪化にも影響を及ぼします。このよ

うなことを避けるためにも積極的に健康診断を受け、日常から健康づくりに努めましょう。

（１）医療費の推移
老人保健（75歳以上　社保等含）国保退職被保険者（60～74歳）国保一般被保険者（0～74歳）保 険

年 度 医療費（千円）医療費（千円）医療費（千円）

269,42220,29277,04613年度

244,64223,86660,74114年度

225,65223,21756,06215年度

231,63039,84764,17916年度

240,99254,14855,47217年度

219,16167,10759,78718年度

大鹿村国民健康保険・老人保健医療の医療費

（２）一人当たり医療費の推移
老人保健（75歳以上　社保等含）国保退職被保険者（60～74歳）国保一般被保険者（0～74歳）保 険

年 度 県内順位医療費（円/一人当）県内順位医療費（円/一人当）県内順位医療費（円/一人当）

72564,82770244,47814217,03013年度

109500,29176243,52844173,54514年度

114479,09178207,29976152,34315年度

104521,68959297,36758179,77416年度

74568,37817368,35278153,23617年度

76557,6626404,25774167,47018年度

単位：千円 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

18年度 17年度 16年度 15年度 14年度 13年度 

一般（0～74歳） 

退職（60～74歳） 

老人（75歳以上 
　　　社保等含） 

単位：円 

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

18年度 17年度 16年度 15年度 14年度 13年度 

一般（0～74歳） 

退職（60～74歳） 

老人（75歳以上 
　　　社保等含） 

※１　県内順位は一人当たりの医療費の高い市町村順位です。従って順位の数字が大きいほど医療費は安く、良い結果となります。
※２　市町村合併により市町村数は平成14年度まで120ですが、平成18年度末現在　81市町村です。
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冬
期
の
道
路
管
理

に
つ
い
て

　

冬
期
通
行
止

【
国
道
一
五
二
号
】

◆
地
蔵
峠

　

ス
ト
リ
ー
ム
深
ケ
沢
先
か
ら
飯

田
市
上
村
ま
で
の
間

　

十
二
月
十
四
日
〜
四
月
四
日
ま
で

◆
分
杭
峠　

　

女
高
付
近
か
ら
伊
那
市
長
谷
・

駒
ヶ
根
市
ま
で
の
間

　

十
二
月
二
十
七
日
〜
三
月
七
日

ま
で

融
雪
材（
塩
カ
ル
）置
場

　

大
河
原　
　

大
鹿
倉
庫

　

鹿　

塩　
　

塩
の
里
前

　

＊
必
要
な
方
は
、
役
場
に
置
い

て
あ
る
塩
カ
ル
受
払
い
簿
に

記
入
の
上
、
上
記
箇
所
よ
り

持
ち
出
し
て
下
さ
い
。（
上
記

場
所
に
無
い
場
合
は
、
役
場

駐
車
場
よ
り
持
ち
出
し
て
く

だ
さ
い
。）

（
産
業
建
設
課　

建
設
水
道
係
）

水
道
の
凍
結
に注

意
！

　

冬
に
な
っ
て
気
温
が
０
℃
以
下

に
な
る
と
、給
水
管
や
水
道
メ
ー

タ
ー
、蛇
口
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、破
裂
し
た
り
す
る
、水

道
の
凍
結
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
早

め
の
冬
支
度
を
お
願
い
し
ま
す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

�
凍
結
防
止
帯
の
電
源
を
入
れ
る
。

屋
外
や
凍
結
防
止
帯
の
な
い
給

水
管
や
蛇
口
に
は
、
専
用
の
保

温
材
、
あ
る
い
は
布
切
れ
や
毛

布
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
す

き
間
な
く
巻
く
。

�
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
や
布
切
れ
な
ど
保
温
材

を
入
れ
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を

保
護
す
る
よ
う
に
詰
め
る
。（
布

切
れ
を
そ
の
ま
ま
入
れ
て
し
ま

う
と
、
濡
れ
た
と
き
に
凍
結
し

て
し
ま
い
、か
え
っ
て
メ
ー
タ
ー

を
凍
結
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
、

必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
へ
入
れ
る
。
た

だ
し
、
詰
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。）

�
不
棟
栓
、
水
抜
き
栓
を
ご
使
用

の
ご
家
庭
で
は
、
お
休
み
の
前

や
留
守
に
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
水
抜
き
を
す
る
。（
不
凍
栓

は
、
い
っ
ぱ
い
ま
で
閉
め
る
。

中
途
半
端
に
止
め
て
し
ま
う
と
、

水
が
地
中
で
出
っ
ぱ
な
し
に
な
っ

て
し
ま
い
漏
水
の
原
因
に
な
り

ま
す
。）

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
…

　

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に

タ
オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の

方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な

く
、
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ

い
。
熱
湯
を
急
に
か
け
た
り
す
る

と
、
ヒ
ビ
割
れ
や
破
裂
を
お
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
宅
内
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭

の
所
有
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
宅

内
で
の
凍
結
事
故
等
の
修
理
費

用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
、
凍
結
に
は
十
分
注
意
し
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
村　

道
】

◆
村
道
沢
井
線　
　

　

樺
沢
よ
り
上
部
（
大
鹿
第
二
発

電
所
取
入
口
上
）
十
二
月
二
十

八
日
〜
四
月
中
旬

◆
村
道
赤
石
線　

荒
川
荘
さ
ん
先

　

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
中
旬

【
林　

道
】

◆
林
道
鳥
倉
線　

濃
ヶ
池
上

　

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
下
旬

◆
林
道
中
峰
黒
川
線

　

大
池
圃
場
上
か
ら　

松
下 
一 

さ
ん
宅
上
部　

　

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
下
旬

　この12月11日（火）から12月31日（月）までの21日

間「年末の交通安全運動」が実施されています。
　年末は飲酒の機会が多くなるため飲酒運転による重大事

故の増加や、積雪や路面の凍結等道路環境の悪化による交

通事故が増える月です。人生を棒に振ってしまう飲酒運転

は絶対にしないようにし、事故の防止に努めましょう！

運動のスローガンは昨年に引き続き「信濃路は　ルール

とマナーの　走るみち。」となっています。

運動の重点

＊飲酒運転の根絶
＊高齢者の交通事故防止
＊後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底

＊夕暮れ時と夜間の交通事故防止

飲酒運転四（し）ない運動

１　飲んだら　乗らない

２　乗るなら　飲まない

３　乗る人には　飲ませない

４　飲んだ人には　運転させない

　

　以上を守って安全運転に心がけましょう。法律の罰則

強化により運転する人に飲ませた場合でも懲罰の対象と

なります。また、飲んだ人に自分の車を貸して運転させ

同乗した人が飯田署管内で罰則の対象となりました。こ

れらの事を充分留意の上楽しい年末をお過ごしください。
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永
年
自
治
功
労
賞
の
受
賞

 
旭   
日   
雙   
光   
章 

き
ょ
く 

じ
つ 

そ
う 

こ
う 

し
ょ
う

　

鹿
塩
の
宮
下
寛
夫
さ
ん
（
七
十

歳
）
は
地
方
自
治
功
労
に
よ
り
、

旭
日
雙
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
下
さ
ん
は
役
場
職
員
と
し
て

長
年
勤
務
さ
れ
た
後
、
平
成
五
年

に
大
鹿
村
長
と
し
て
初
当
選
以
来
、

通
算
三
期
十
二
年
に
わ
た
り
村
長

を
務
め
、
そ
の
間
、
福
祉
・
医
療

施
設
の
建
設
及
び
地
域
医
療
の
充

実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、簡
易
水
道
事
業
に
よ
る
未

給
水
区
域
の
解
消
・
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
に
よ
る
難
視
聴
区
域
の

解
消
等
、生
活
環
境
の
整
備
に
も
尽

力
さ
れ
る
な
ど
、村
政
発
展
の
た

め
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

役
場
人
事
異
動

住
民
税
務
課
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長

　

中　

山　

和　

子

　
　
（
住
民
税
務
課
課
長
補
佐

兼
会
計
係
長
）

会
計
係
長

　

菅　

沼　

穣　

二　

　
　
（
総
務
課
行
政
係
長
）

総
務
課
行
政
係
長

　

下　

澤　

一　

彦　

　
　
（
産
業
建
設
課
振
興
係
長
）

産
業
建
設
課
振
興
係
長

　

足　

助　

義　

則　

　
　
（
住
民
税
務
課
住
民
係
長
）

教
育
委
員
会
出
向

　

足　

助　

ち
づ
る　

　
　
（
総
務
課
企
画
係
）

総
務
課
企
画
係

　

菅　

沼　

佐
知
子　

　
　
（
教
育
委
員
会
）

　

さ
ら
に
は
、
歌
舞
伎
保
存
会
の

理
事
長
と
し
て
大
鹿
歌
舞
伎
の
保

存
伝
承
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

下
伊
那
山
林
協
会
等
の
役
員
を
歴

任
さ
れ
、
大
鹿
村
の
み
な
ら
ず
飯

田
下
伊
那
地
域
の
振
興
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た

び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

製造事業所の皆様へ

統計調査に御協力ください

　平成19年工業統計調査を12月31日現在で行います。

　調査の実施に当たっては、本年12月から来年１月にかけて調査員がお伺いします。

　調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき秘密が厳守されますの

で、正確な御記入をお願いします。

　なお、本年の調査より調査項目の一部を改正しましたのので、調査票の記入にあたっ

ては御注意ください。

経　済　産　業　省　

長　　野　　県　

大　　鹿　　村　



１月 南アルプス世界自然遺産登録長野県連絡協議会設立 

 日本で最も美しい村づくり木曜塾開催 

２月  

 映画「Beauty」ロケ 

 大鹿村日本で最も美しい村づくり推進本部設置 

 日本で最も美しい村・大鹿フォトコンテスト（作品募集２～８月） 

 南アルプス世界自然遺産登録推進協議会設立(長野・静岡・山梨) 

３月 第６代大鹿さくらの女王選出 

 歌舞伎教室発表会 

４月 大鹿さくら祭り 

５月 大鹿歌舞伎春の定期公演 

 育林祭 

 映画「Beauty」クランクアップ 

６月 大鹿登山口開山式 

７月 キッズ・スポーツキャラバン 

 中央構造線サイクリング大会 

８月 大鹿夏祭り 

 公民館盆野球大会 

 成人式 

 千葉市農山村留学 

９月 小渋川水源地ツアー 

 分館対抗ソフトボール・マレットゴルフ大会 

10月 日本で最も美しい村・大鹿フォトコンテスト表彰式 

 「日本で最も美しい村」連合総会 

 村民運動会 

 大鹿歌舞伎秋の定期公演 

 北川・向山牧場へ日本鹿大量捕獲檻設置 

11月 産業文化祭 

 映画「Beauty」上映会 

 滝沢トンネル安全祈願祭 

12月 ABN「ふるさとCM大賞」審査員特別賞演技賞受賞 
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６月～12月　※アダプトシステム活用事業 

　国道152号線花いっぱい事業 

　　あすなろボランティア（由井神地区） 

　　塩河・河合にこにこ集会（西～塩河地区） 

　小渋線整備事業 

　　大協建設地域活力クラブ 

　県道赤石岳公園線整備・花いっぱい事業 

　　上蔵きれいにし隊 

　国道152号線緑化事業 

　　大協建設地域活力クラブ（塩原地区） 

11月　※地域発元気づくり支援金活用事業 

　国道152号線緑化事業 

　　落合自治会（由井神地区） 

この他にも、紹介しきれないほど、たくさんの村内の皆さんに 

活動をしていただきました。ご協力ありがとうございました。 
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16

平松　佳恋ちゃん 
平成18年12月8日生まれ 
広志・忍（文満） 
お姉ちゃん達の影響か?! 

動きも遊びもいたずらもごうかい！ 

外ではおとなしく、 

家ではママべったりです。 

大鹿の皆さん仲良くしてね使 

羽場　弘花ちゃん 
平成18年10月5日生まれ 
直美（塩河） 
歩けるようになったばかりで、 

お姉ちゃん達の後をチョロチョロ 

付いて行くんだ。家族みんなで 

遊んでくれるよ。誰も遊んで 

くれないとすねちゃう時もある。 

そんな私ですが、皆さんよろしくね。 

宮崎　愛琉ちゃん 
平成18年7月13日生まれ 
志穂子（上蔵） 
アンパンマン大好き使 
いつも一緒だよ。 

葛西　歩実ちゃん 
平成18年6月4日生まれ 
孝一・綾乃（文満団地） 
とにかく良く食べる 元気一杯な 

女の子です♪ 

かれん 

ひろか 

あいる 

あゆみ 

村の行事予定村の行事予定 村の行事予定村の行事予定 村の行事予定 
（12月中旬～1月） 

12月 

20日　廃プラスチック収集 

21日　ヘルススクリーニング結果報告会 

27日　新聞紙収集 

１月 

 １日　元旦マラソンウォーキング大会 

 ８日　ビン類とペットボトルの収集 

10日　廃プラスチック収集 

16日　スチール缶と鉄類の収集 

21日　三種混合予防接種③ 

22日　チラシ・雑誌等の収集 

24日　廃プラスチック収集 

30日　その他プラスチックの収集 

下旬　埋立てゴミ収集 
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